
酪農家・酪農関係者向け

日時：２０１７年 １０月１０日（火）１０：００－１７：００

会場：東広島芸術文化ホールくらら 小ホール

参加費：5,000円 (資料費込) 定員300名

１．子牛の飼養管理 講師：大坂郁夫（北海道立総合研究機構根釧農業試験場） (10:00-11:00)

２．アシドーシス関連：フレッシュ牛の栄養管理 講師：大場真人（アルバータ大学） (11:00-11:20)

３．牛舎管理：ＬＥＤに含まれるブルーライトは牛にとって善か悪か 講師：杉野利久（広島大学） (11:20-11:40)

４．疾病関連：乳腺の抗菌因子と乳房炎防除管理 講師：磯部直樹（広島大学） (11:40-12:00)

広島大学日本型（発）畜産・酪農技術開発センター

全国酪農業協同組合連合会

広島大学大学院生物圏科学研究科

お申込み

お問合せ

主催 共催

後援協賛 広島県酪農業協同組合

日時：２０１７年 10月11、12日（水）８：００－１７：００
ファシリテーター：村上明弘、中田悦男（全酪連技術顧問）

申込専用アドレス： rakunose@hiroshima-u.ac.jp（酪農技術セミナー事務局）
申込〆切： 2017年9月30日
表題を「酪農技術セミナー申込」または「普及員研修会参加申込」と明記し、本文に氏名、所属、
電子メールアドレス、懇親会参加の有無を記載して下さい。

搾乳ロボットとは？概要説明：小櫃剛人（広島大学） (13:00-13:15)

１．搾乳ロボットを導入するために考えるべきこと～先端技術酪農と飼養管理～ (13:15-14:00)

講師：磯 日出夫（栃木県那須塩原市 百村牧場 磯動物病院）
２．搾乳ロボットで何が変わったか？ タイストールからロボットへ (14:00-14:30)

講師：松下寛（静岡県富士宮市 松下牧場）
３．搾乳ロボットには特に重要！肢蹄を管理する～牛舎環境でみる護蹄作り～ (14:30-15:00)

講師：佐藤麻耶（G’s day Hoof Care/削蹄士）
４．搾乳ロボット導入に向けて！乳房炎を予防する (15:00-15:30)

講師：鳥羽雄一（知多大動物病院/獣医師）
５．搾乳ロボットの飼養管理の注意点と課題～研究者の視点～ (15:30-16:15)

講師：大場真人（アルバータ大学）
６．パネルディスカッション (16:15-17:00)

司会：杉野利久（広島大学）

☆懇親会 １７：３０～２０：００ くらら２Fカフェスペースにて 会費 ５，０００円 当日セミナー受付にて申し受けます。

杉野利久 sugino@hiroshima-u.ac.jp


